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【
編
集
後
記
】　

７
月
に
衆
参
同
日
選
挙
が
行

わ
れ
る
と
の
観
測
が
に
わ
か
に
有
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。
景
気
の
先
行
き
が
不
透
明
に
な

り
始
め
、
消
費
増
税
の
延
期
の
是
非
を
国
民

に
問
う
こ
と
を
大
義
名
分
と
し
て
政
権
に
有

利
な
衆
参
同
日
選
挙
を
強
行
す
る
の
で
は
な

い
か
と
言
う
の
で
す
。
し
か
し
、
前
回
の
衆

議
院
解
散
に
さ
い
し
て
も
述
べ
た
こ
と
で
す

が
、
衆
院
解
散
が
「
首
相
の
専
権
事
項
」
だ

と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
憲
法
の
条
文
を
政

権
に
有
利
に
捻
じ
曲
げ
た
虚
構
の
産
物
で
す
。

消
費
増
税
の
延
期
は
国
民
に
選
挙
に
よ
っ
て

付
託
さ
れ
た
議
会
が
粛
々
と
議
論
し
て
決
め

れ
ば
よ
い
の
で
す
。

　

次
号
は
、
山
内
昌
之
氏「
日
本
１
・
０
と
パ

ク
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
ナ
―
日
本
人
に
は
戦
略
が

な
い
の
か
」、
木
村
幹
氏「
朝
鮮
半
島
を
ど
う

見
る
か
」、
浜
矩
子
氏「
今
、気
に
な
る『
あ
れ

ら
の
言
葉
』―
経
済
的
風
景
の
危
う
さ
を
ど

う
読
み
解
く
か
」、
歳
川
隆
雄
氏「
衆
参
同
時

選
挙
の
可
能
性
大
」
を
掲
載
予
定
で
す
。
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バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内 

�

藤
原
帰
一「
２
０
１
９
年

の
世
界
―
脱
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
」

岩
井
克
人「
貨
幣
論
か
ら
見
た
ビ
ッ

ト
コ
イ
ン
の
将
来
と
資
本
主
義
の
将

来
」　

程
子
学「
中
国
の
ハ
イ
テ
ク
産

業
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
と
日
中

連
携
の
課
題
」

�

大
櫛
陽
一「
高
血
圧
症
の

罠
」　

嶋
中
雄
二「
２
０
１
９
年
日
本

経
済
の
展
望
」　

寺
島
実
郎「
２
０
１

９
年
へ
の
視
座
―
―
世
界
経
済
の
構

造
変
化
の
中
で
の
日
本
」

�

河
野
龍
太
郎「
世
界
経
済

の
見
通
し
」　

宮
本
雄
二「
最
近
の
中

国
の
対
日
観
と
対
日
姿
勢
を
ど
う
見

る
か
」　

中
岡
望「
米
中
間
選
挙
の
結

果
か
ら
読
む
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
今
後
」

新
井
紀
子「
Ａ
Ｉ 
� 
教
科
書
が
読
め

な
い
子
ど
も
た
ち
」

＊
３
月
号　

＊
２
月
号　

＊
１
月
号　


